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I. 会長挨拶 

2019年 12月 

日本応用経済学会 

会長 田中広滋 

「デジタル産業革命と地域のイノベーション」 

 

  デジタルマネー、フィンテック、プラットフ

ォーマー、IoTなどのメディアに登場する用語は

デジタル産業革命を語るキーワードである。産業

革命という用語はわれわれの生活を支えてきた社

会の仕組みを大きく変えることを暗示する。技術

革新が経済活動だけでなく社会や国家の機能まで

に大きな影響を与えるのであれば、それは地域の

枠を超えて、経済学だけでなく社会科学全体でも

重要テーマとして共有されている。 

20世紀末から、21世紀初頭に世界経済を牽引し

たグローバリズムは、新自由主義の思想で代表さ

れるように、グローバルな市場の拡大が各国の経

済社会の活動に恩恵を与えると信じられていた。

現在、米国と中国の GDP の総計に占めるシェアは

それぞれ 20%前後で競い合っている。米国の経済

が第一位の規模を占めたといっても、第 2次大戦

後の時期のように、圧倒的というわけではない。

世界全体の経済が拡大するなかでは、巨大な企業

でも独自のシステムに基づいてグローバル社会で

成功を続けることはできないで、ガバナンスの標

準を守り、グローバル社会と協調することが求め

られる。  

グローバル化を推進する原動力の一つとなった

ICTのイノベーションは製造業の製品価格引き下

げに寄与して、製造業が地域を支えるプラットフ

ォーム企業の登場とともに企業の売り上げは増え

ても、地域の小売業が競争に敗れて衰退するとい

う現象を多くの地域で生じさせている。金融ビジ

ネスもこの潮流の中で変革が求められている。デ

ジタル産業革命はその恩恵がグローバル社会に一

様に及ぶわけではなく、ある地域への富と所得の

集中をもたらすことが懸念されている。実際、ウ

ーバーがタクシードライバーの所得が低くて集ま

らないとか過剰観光の防止のためにエアービーア

ンドビーの活動を規制する地域が拡大している。

各国の経済成長に伴い、国民の生活水準の向上が

顕著となり、公共サービスへの需要が高度化する

ことから、各地域の独自のニーズに応えるために

中央と地方政府が協力して取り組む仕組みづくり

が必要になる。この産業革命を乗り切る地域戦略

は緊要となる。   

本学会と協力関係にある KEBA(Korea Economics 

and Business Association) が 11月 15 日と 16日

に Future Strategic Industries and Regional 

Innovation のテーマで釜山大学にて秋季国際大

会を開催した。本学会から私は小川光先生(東京大

学)、玉井義浩先生(神奈川大学)、松島法明先生(大

阪大学)の気鋭の研究者と一緒に参加した。また、

私は Innovation on the digital economies and 

sustainability of the global communities 

(Annuals of Social Sciences & Management 

Studies: 2019,4( 2)掲載)を 14日に大学院の講義

で、15日に学会で報告した。  

(文責・田中廣滋) 

 

 

II. 平成30年度日本応用経済学会第2回理事会報告 

 

日時：平成 30年１0月 27日（土）11時 00分～ 

会場 大東文化大学板橋キャンパス 3 号館 30101 教

室 

 

出席者：田中、焼田、薮田、福重、多和田、永星、

坂上、細江、林、藤田、大内田、木原、渋澤、慶田、

中山、内藤、長岡、野崎、瀧本、近藤、池田 

以上、21名 

 

開催校挨拶 

開催校の池田剛士実行委員長より挨拶があった． 

 



議事 

１．新会員・退会員承認 

入会希望者の入会と退会希望者の退会が承認され

た。引き続き、会員の増加のために協力の依頼があ

った。 

 

２．シニア会員について 

シニア会員についての提案が行われた。意見を徴

収し、会費、資格などについては今後詰めていき、

常務理事会で精査後、次回の理事会で審議し、総会

で諮る予定で進めていくことなった。 

 

３．編集委員長等の改選について 

次期編集委員長として小川光氏、副編集委員長は

依頼することになり、その後、本人の承諾を得られ

たら、理事会で承認をとることとなった。 

 

４．国際交流の件（実績報告） 

KEBA の秋季大会参加者について説明が行われた。

また、細江会員、大住会員が KEBAから交流の功績で

KEBA表彰される予定であることが報告された。 

 

５．2018年度学会賞選考スケジュール（案） 

資料に基づき、説明があり、資料のスケジュール

で承認された。 

 

６．学会誌投稿料などの改訂について 

投稿料等について簡素化することが常務理事会で

承認されたので、具体的な内容について審議するこ

ととなった。総会での審議事項となるため、総会で

の審議後の改定となることとなった。 

 

７．学会則付則改正 

学会事務局体制の変更に伴い、付則の変更が提案

され、久留米大学に事務局分室を置くことが了承さ

れた。 

 

８．来年度春季大会開催校について 

南山大学にて 2019年 6月 15 日、16日開催で進め

ていることが説明され、了承された。開催校の焼田

理事より挨拶があった。 

 

９．来年度春季大会プログラム委員長について 

木原理事が務めることが了承された。 

 

10．来年度秋季大会開催校について 

東京経済大学にて 2019年 10月 26日、27日の開催

で進めていることが説明され、了承された。開催校

の長岡理事より挨拶があった。 

 

11．その他 

西日本支部の設置の提案が行われ、その主旨に

ついて説明が行われた。 

 

 

報告 

１．韓国交流記念論文集について 

細江常務理事より製作の進捗状況、執筆者つい

て説明があり、11月には完成予定であることが報

告された。また KAAEとの論集についても進めてい

ることが報告された。 

 

２．その他 

九州大学の移転に伴い、事務局の住所が変更され

たことが説明された。同時に学会事務局の電話番号

も変更することが報告された。10 月より学会事務局

の事務補助者業者として古賀朱美氏を週 1 回で雇用

を開始したことが説明された。サーバー移転に伴い、

ML サービスが利用できるようになったため、利用す

ることが説明された。 

以上をもって、理事会を終了した。 

 

III. 令和元年度日本応用経済学会理事会報告 

IV.  

日時：令和元年６月１５日 10 時 30 分～ 

会場：南山大学 Q５４会議室 



 

出席者：田中、焼田、薮田、成生、多和田、永星、

坂上、細江、大川、林田、大内田、木原、慶田、小

川、三浦、中村、内藤、長岡、野崎、瀧本、池下 

以上、21 名。 

 

開催校挨拶 

焼田実行委員長より開催校を代表して挨拶が行わ

れた。 

議題： 

1．新入退会員承認 

資料 1 に基づいて、新入会員の承認と退会者の承

認が行われた。 

 

2．平成３０年度会計報告  

資料に基づき、平成 30 年度の会計報告が行われ、

続けて監査結果が報告された。その後、承認された。 

 

3．令和元年度予算  

資料に基づき、令和元年度予算が説明され、承認

された。 

 

4．シニア会員について  

前年度第 2 回理事会で継続審議となっていたシニ

ア会員規定案について説明が行われ、承認された。 

 

5．2018 年度学会賞選考報告 

成生選考委員長より、選考結果について、資料に

基づき説明が行われ、承認された。また、選考委員

長より今後の審査についての方針についての提案が

行われた。議論の結果、継続審議となった。 

 

6．学会誌編集の件  

小川委員長より編集進捗について説明があった。5

本中 1 本が採択され、審査中が 4 本であることが報

告された。また、編集方針として、査読者に、でき

るだけ早く査読をお願いしていることと、前向きに

検討して頂けるようにお願いしていることが説明さ

れた。 

次に、学会誌のタイプセットについて資料に基づ

き説明があり、変更が承認された。 

 

7．国際交流について 

資料に基づき、派遣結果について報告が行われた。 

 

8．KEBA への交流功労賞について 

KEBA との長年の交流の功績に対し、Chongung 

Kim 教授（Faculty of Global Business & Economics, 

Daegu Haany University, Professor）とILTAE KIM

教授（Department of Economics, College of 

Business Administration Chonnam National 

University）を表彰することが提案され、承認され

た。 

 

9．西日本支部会開設について（資料９） 

細江常務理事より支部会開設と計画について説明

が行われた。それに伴う支部規定案が提出され、審

議が行われた。審議の結果、規定案について承認さ

れた。 

 

10．その他 

 

報告 

１．次回の大会開催校挨拶  

 秋季大会開催校の長岡先生より挨拶があった。 

 

２ 次回大会のプログラム委員長について 

藤田康範氏（慶應義塾大学）に就任頂いたことが

報告された。 

３．次年度大会開催校について 

熊本大学で開催予定であることが報告された。 

４．会則付則の変更の件 

前回の理事会で承認された付則の改正を総会で審

議されることが報告された 

５．その他 

KAAE との論集の出版についてほぼ完了したこと



が報告された。 

 

V. 「応用経済学研究」編集委員会報告 

編集委員長 小川光（東京大学） 

編集委員会報告 

投稿論文の査読の進捗について説明があった。不

採択が5本、採択が4本、審査中が3本であり、4～5本

が12巻に掲載される見通しである。 

投稿学会誌のタイプセットについての提案が行わ

れた。特集号などもことも含めて、継続審議となり、

次回以降の理事会にて、再審議となった。 

 

VI. 2018年度学会賞について 

学会賞選考委員長 成生達彦（同志社大学） 

 

学会賞  内田交謹氏(九州大学)                                              

(受賞理由) 

内田交謹氏は株主の構成と経営者の報酬、取締役

会の規模や構成と企業業績との関連など、企業金融

の諸課題をアジアの共同研究者のネットワークの中

で精力的に研究し、その研究成果はJournal of 

Corporate FinanceやJournal of Financial and Quantitative 

Analysisなどの査読付き国際的学術誌に掲載されて

いる。長年、企業金融の分野で多くの実証研究を行

っており、その成果は高い評価を受けている。また、

学会でも積極的に研究成果を報告するのみならず、

応用経済学会から刊行した『トピックス応用経済学

Ⅰ』（勁草書房）の編著者としても貢献している。 

 

 

学術論文賞 該当者なし 

 

奨励賞 芝啓太氏（信州大学） 

(受賞理由)                                                    

選考対象論文「粗出生率の変化で見る自然災害が

日本に与えた影響―市区町村データを用いた実証分

析―」（応用経済学研究 第12巻掲載） 

 

論文では東日本大震災が粗出生率に与えた影響につ

いてDIDの手法を用いて検討し、被災地では他の地域

より粗出生率が低下したという結果を実証的に導い

ている。 

 近年の日本において、地震や局地的豪雨などの自

然災害の発生による被害が人々の経済活動に与える

影響を考察することは重要な研究課題であろう。ま

た、自然災害が出生率に与える影響は、出生率が低

い我が国の将来を考える上でも重要である。そうで

あるにもかかわらず、日本における自然災害の出生

率への影響を扱った分析は少なく、その意味で授賞

論文は先駆的な研究であり、今後の研究の発展が期

待される。 

 

著作賞 該当者なし 

 

VII. 国際交流員会報告 

国際交流委員会委員長 中村保 

 

１．韓国応用経済学会（KAAE）大会派遣 

2019年4月26日（金）にDaegu Grand Hotel（大邱

市）で開催された韓国応用経済学会（KAAE）の年

次大会に以下の先生方にご参加・ご報告いただきま

した。川本 真哉先生（南山大学）、河西卓弥先生（熊

本県立大学）中泉拓也先生（関東学院大学）、佐藤祐

一先生（中央大学）片渕結矢先生（総合地球環境研

究所）、粟田健一先生（九州大学） 

 また、KAAEからの招待という形で細江守紀先生

（九州大学名誉教授）にもご参加いただくことがで

きました。  

 

２．春季大会表彰（Academic Lifetime Achievement 

Award） 

  韓国経済通商学会(KEBA)の会員で、本学会との交

流などに関して長年ご貢献いただいた下記の2名の

先生を、6月15日（土）に南山大学で開催された春季

大会の懇親会で表彰させていただきました。 

IlTae Kim先生（Chonnam National University：全



南国立大学校），Chongung Kim先生（Daegu Haany 

University：大邱韓医大学校） 

 

３．2019年度日本応用経済学会秋季大会 へのKAAE

からの参加者 

2019年10月26日(土)・27日(日)に東京経済大学で

開催された秋季大会に韓国応用経済学会(KAAE)の

下記の5名の先生方にご参加いただきました。 

Hyunbae Chun先生 (Sogang University)  

KAAE会長 

Jin Yeong Kim 生(Konkuk University)  

KAAE副会長 

Heon Jae Song 先生(University of Seoul)、 

Hayeon Joo 先生(Sogang University) 

Suyi Kim 先生(Hongik University) 

 

VIII. 紹介！研究室 

今回は大東文化大学の津布久将史先生の研究室の

ご紹介です． 

津布久将史（大東文化大学） 

 

津布久研究室は、経済学部の 2 年生～4 年生が在

籍しています。2 年生は、経済学の基礎を学ぶととも

に、その応用事例を学んでいます。具体的には、基

本的なミクロ経済学のテキストを輪読しつつ、これ

に加えて月に 1 度は経済学の最先端の研究をわかり

やすくまとめたコラムを読むようにしています。こ

れによって、経済学がどのように現実に応用される

のかを知ってもらっています。 

次に、3 年生では年末に行われる大東文化大学経済

学部演習成果発表会に向けて、グループごとで研究

プロジェクトを進めていきます。この時、私の研究

室では教員から研究テーマを与えることなく、学生

自身に自由にテーマを決めてもらっています。初め

のうちは学生も、自由で楽だと思っていますが、い

ざプロジェクトを始めると思ったようにはうまくい

かず四苦八苦しています。このような逆境の中でも、

やはり学生も自分たちで決めたテーマですので最後

まで責任をもち、成果発表会で良い成績を残せるよ

うに頑張っています。そして、最終学年の 4 年生時

には、3 年生で行った研究内容をまとめ、卒業論文を

執筆しています。 

IX. 春季大会について 

 

令和 2年度の春季大会は，6月 20（土）・21日（日）

に熊本大学で開催されます．会員の皆様からのご報

告，セッションのオーガナイズの申し込みをお待ち

しております．申し込みは学会 HPをご参照ください． 

 

X. 事務局便り 

 

今年も残すところ 3 週間となりました．例年 9

月発行のこのニューズレターの発行が遅れました

ことまずはお詫び申し上げます． 

 会員の皆様のご尽力によって当学会があります．

今後とも引き続きご支援の程、宜しくお願い致し

ます． 

（ニューズレター作成担当 内藤徹（同志社大学）） 



平成30年度 日本応用経済学会 会計報告
(平成 30年 4月 1日 ～平成31年 3月 31日 )

期首繰越     1  4,115,906

]「 F 期 末

ゆうち よ口圧

行 B2.862
現 モ

期末繰越     1  4,050,437

上言この愛り報告致します。 常務理事 (財務担 当)

会計担当幹事

会計担当幹事

永ュ浩―(R⊇

彗E電更:l⑬
ヤ村 大輔 ①

監査の結果、上記相違ありません。



１．収入の部
項目 予算額 備考

繰越金 4,050,437

会費収入 3,950,000 (10,000円×370人)＋(5,000円×50人)

学会誌収入 120,000 掲載料10,000円×6人＋投稿料6,000×10人

利子収入

（R1年収入小計） 4,070,000
合計 8,120,437

２．支出の部
項目 予算額

通信費 180,000

消耗品費 60,000

事務補助費 600,000 　100,000円×2回+400,000円

学会開催補助費 800,000 　400,000円×2回

理事会開催補助費 105,000 　52,500円×2回

各種委員会開催費 50,000

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等補助金 130,000

学会賞 90,000

国際交流費 300,000 2人2泊宿泊費

払込手数料 75,000 郵便振替手数料値上げのため増額

学会誌購入 1,750,000

学会webサイト運営費 35,000

雑費 20,000

小計 4,195,000

予備費 3,925,437 次期への繰越金予想

繰越金

合計 8,120,437

令和元年度　日本応用経済学会　予算
（令和元年４月１日～令和２年３月３１日）


